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病虫害は少ない。 

剪定は落葉期がお薦め。７～８月頃、新

梢に花芽形成し、翌年開花結実するので、

夏以降刈り込むと結実が少なくなる。夏

以降は、徒長枝の切り戻し程度の軽めの

剪定がよい。 

根は、窒素固定細菌と共生しているため、

痩せ地でも生育できるが、定植後の移植

は困難。グミのなかでは０．８ｃｍ程の

小さめの実をつける。赤く色づく実がよ

く見えるように配植にしたい。 
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好みの環境 

日当り 陽 ○ ○ ○ 陰 

土 壌 乾 ○ ○ 湿 

寒 さ 強 ○ 弱 

暑 さ 強 ○ 弱 

潮 風 強 ○ 弱 

ナツグミは夏に、アキグミは秋に、ナワシログ

ミは苗代で稲の苗を育てる時期にそれぞれ実が

色づく。 

Memo 

４～５月ころに花をつけ、実が１０～１１月に

赤く熟すことからアキグミ。先端が４裂して花

弁のように見えるのは萼（がく）である。グミ

の仲間は、葉裏に細かい毛が密生するのが特徴

で、アキグミは銀白色に見える。丈夫な低木だ

が移植を嫌うためポット栽培品が流通する。 

生長：やや速い 特 記 

グミ科（APGⅢ） 科 名 

落葉／低木／木本植物／在来種 

アキグミ  [ 秋茱萸 ]  

クロシジミ 

カケス・メジロ・キジバト・ツグミ 

オナガ・モズ 
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